<サーベイ論文>ブランダムにおける観察報告 -知覚経験に訴えることなくその正しさを説明できるのか- by 白川, 晋太郎
Title<サーベイ論文>ブランダムにおける観察報告 -知覚経験に訴えることなくその正しさを説明できるのか-
Author(s)白川, 晋太郎























































1. 規範的プラグマティクスと知識主張  
ブランダムの基本的立場は、言語の意味をその使用によって説明しようというものであ
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